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船舶事故調査報告書 

 

令和４年７月２０日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決  

委   員  佐 藤 雄 二（部会長） 

委   員  田 村 兼 吉 

委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和４年１月１日 １８時３５分ごろ 

発生場所 長崎県五島
ご と う

市黒
くろ

島北方沖 

 富
とみ

江
え

港灯台から真方位１１２°３.１海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３２°３６.４′ 東経１２８°５０.２′） 

事故の概要  漁船Sea
シ ー

 hunter
ハ ン タ ー

は、北北東進中、平
ひら

瀬に乗り揚げた。 

 Sea hunter は、船底外板の破口等を生じた。 

事故調査の経過  令和４年１月４日、本事故の調査を担当する主管調査官（長崎事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 Sea hunter、０.７トン 

 ＮＳ３－６０３９６４（漁船登録番号）、個人所有 

 ６.３９ｍ（Lr）×１.８０ｍ×０.６５ｍ、ＦＲＰ 

 ガソリン機関（船外機）２基、４２.７０kＷ（合計）、平成３年 

１２月 

第２９２－３５３５２号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長 ７１歳 

 二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 平成１３年４月９日 

  免許証交付日 令和３年１月２６日 

         （令和８年４月８日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 船底外板に破口を伴う擦過傷、船外機のプロペラ翼に曲損、船外機に

濡損等 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 西北西、風力 １～２、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 高潮時 

日没時刻：１７時３０分ごろ 

常用薄明終了時刻：１７時５７分ごろ 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、令和４年１月１日０９時００分ご

ろ五島市大窄
おおさこ

地区の係留地を出航し、黒島北西方沖の漁場で根
ね

魚
うお

の一

本釣り漁を行った後、１７時３５分ごろ黒島北方沖の平瀬と称する水

上岩の西側の漁場に移動し、いか釣り漁を始めた。 
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 船長は、平瀬に接近し過ぎないように平瀬を目視で確認しながら、

平瀬の西側２０～３０ｍ付近を微速力前進で航行して操業を繰り返

し、１８時３０分ごろ、周囲が暗くなり、平瀬を視認できなくなった

ので、操業をやめて帰航することとした。 

船長は、漂泊して５分ほど後片付けを行った後、ふだんと同様に係

留地の岸壁上に設置された白色の街灯（以下「本件街灯」という。）

を船首目標とし、操縦スタンド後方の両舷に渡した板に腰を掛け、手

動操舵で北北東進を開始した。 

 船長は、その後、約１０ノットの対地速力に増速した１８時３５分

ごろ、突然衝撃を感じ、機関操縦レバーを中立としたものの、本船が

平瀬に乗り揚げて停止した。（写真１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 平瀬に乗り揚げている本船（本事故翌日に撮影） 

 

 船長は、船体後部の物入れ付近に浸水してきたので、平瀬に上陸

し、家族に本事故の発生を連絡した後、１１８番通報を行い、その

後、知人の漁業者に救助を要請した。 

 船長は、巡視艇と知人の漁船が本事故発生場所に到着し、海上保安

官と共に本船の船固めを行った後、知人の漁船に乗船して係留地に 

戻った。 

 本船は、４日０９時ごろ漁業者等の協力を得て平瀬から離礁後、漁

船に横抱きされて係留地に運ばれた。 

（付図１ 事故発生経過概略図 参照） 

 その他の事項  本船の喫水は、船首約０.３ｍ、船尾約１.０ｍであった。 

 船長は、本事故当時、首掛け型の膨脹式救命胴衣を着用していた。 

船長は、ふだんから、平瀬付近でいか
．．

釣り漁を行い、日没後、平瀬

を視認できなくなると操業をやめて帰航していたが、平瀬付近はよく

知っている海域で、毎回、ＧＰＳプロッターを起動せずに本件街灯を

船首目標として安全に帰航できていたので、本事故当時もＧＰＳプ 

ロッターを起動していなかった。 

船長は、平瀬の西側で操業後、帰航する際、本船がそのまま平瀬の
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西側に位置していると思っていたが、周囲が暗くなり、平瀬を視認で

きない中、漂泊して後片付けを行っている間に西北西の風によって平

瀬の南側まで圧流されたのではないかと本事故後に思った。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

あり 

 本船は、黒島北方沖において、西北西風が吹く状況下、船長が、平

瀬の西側で漂泊して操業の後片付けを行った後、帰航する際、本船が

そのまま平瀬の西側に位置していると思い、平瀬北方の本件街灯を船

首目標として平瀬の南側から出発したことから、北北東進中、平瀬に

乗り揚げたものと考えられる。 

 本船は、船長が漂泊して後片付けを行う間、西北西風によって平瀬

の南側に圧流されたものと考えられる。 

船長は、漂泊して後片付けを行う間、周囲が暗くなり平瀬が視認で

きなくなっていたこと、及びＧＰＳプロッターを起動していない状態

であったことから、本船が、平瀬の南側まで圧流されたことに気付か

ず、そのまま平瀬の西側に位置していると思ったものと考えられる。 

 船長は、平瀬付近はよく知っている海域であったこと、及びふだん

から本件街灯を船首目標として安全に帰航できていたことから、ＧＰ

Ｓプロッターを起動していなかったものと推定される。 

原因  本事故は、夜間、本船が、黒島北方沖において、西北西風が吹く状

況下、船長が、平瀬の西側で漂泊して操業の後片付けを行い、船体が

平瀬の南側に圧流された後、帰航する際、本船がそのまま平瀬の西側

に位置していると思い、平瀬北方の本件街灯を船首目標として平瀬の

南側から出発したため、北北東進中、平瀬に乗り揚げたものと考えら

れる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・夜間に操業を行う漁船の船長は、漂泊して操業の後片付けを行う

場合、目視で周囲の状況を確認できない中、風等によって船体が

圧流されることがあるので、後片付けを行う間もＧＰＳプロッ 

ター等の航海計器を活用して船位の確認を行うこと。 
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付図１ 事故発生経過概略図 
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